







































? 本稿では、そうした小岩井浄の人生を、特に 1945 年 8 月から 1946 年 3 月の引揚げに到
るまでの時期を中心に検討し、歴史の変動期における一人の知識人と大学の変容を検討す
る一助としたい。言い換えれば、「転向」と「引揚げ」が本稿のテーマとなる。いずれも
近代史における重要なテーマでありながら、十分な検討がなされてきたとは言いがたい。
そこで、ここでは「左翼」から「転向」したとして小岩井浄が東亜同文書院大学に赴任し、
そして日本の敗戦に伴って「引揚げ」を余儀なくされた時代を見つめ直すことが課題とな
る。?
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